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大
阪
で
万
博
が
開
か
れ
、

日
航
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

事
件
、
三
島
由
紀
夫
の
自
決

な
ど
、国
内
は
騒
然
と
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
戦
火
を
イ
ン
ド

シ
ナ
全
域
に
拡
大
し
た
。
中

国
は
初
の
人
工
衛
星
を
打
ち

上
げ
た
。

九
月
、
国
慶
二
十
一
周
年
を
慶
祝
す
る
日

中
文
化
交
流
協
会
代
表
団
が
訪
中
し
た
。
毛

主
席
は
、
十
月
一
日
、
天
安
門
城
楼
で
中
島

健
蔵
団
長
と
会
見
し
「
日
本
に
お
け
る
日
中

友
好
団
体
の
団
結
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い

る
中
島
先
生
を
支
持
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

こ
れ
は
、
当
時
、
日
中
友
好
団
体
に
意
見
の

分
岐
が
現
れ
、
武
闘
も
行
な
わ
れ
て
い
た
状

況
の
中
で
、
両
派
の
団
結
を
促
し
た
当
協
会

に
、
中
国
側
が
賛
同
の
意
を
表
明
し
た
も
の

で
あ
る
。
特
に
「
文
革
」
の
た
め
、
長
年
、

世
界
卓
球
選
手
権
大
会
に
参
加
し
て
い
な
か

っ
た
中
国
卓
球
選
手
団
が
、
翌
年
の
三
月
に

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
第
三
十
一
回
世
界
大

会
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
つ

い
て
協
議
し
た
周
総
理
と
中
島
理
事
長
と
の

会
見
は
、
そ
の
後
当
協
会
が
、
い
わ
ゆ
る�
ピ

ン
ポ
ン
外
交
�
と
称
さ
れ
た
一
九
七
一
年
の

ア
メ
リ
カ
卓
球
選
手
団
の
訪
中
、
キ
ッ
シ
ン

ジ
ャ
ー
の
訪
中
、
一
九
七
二
年
の
ニ
ク
ソ
ン

訪
中
、
日
中
国
交
正
常
化
へ
と
続
く
、
歴
史

の
転
換
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
契
機
に
な

る
の
で
あ
る
。

〈
七
〇
年
の
主
な
交
流
〉

◎
２
月　

映
画
「
夜
明
け
の
国
」
十
六
ミ
リ

普
及
版
完
成
。

◎
４
月　

当
協
会
と
日
本
国
際
貿
易
促
進
協

会
は
「
在
日
中
国
人
の
広
州
交
易
会
全
員
参

加
を
要
求
す
る
懇
談
会
」
を
開
催
、
百
三
十

一
氏
に
よ
る
同
趣
旨
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
。

◎
６
月　

前
年
の
記
録
映
画「
三
里
塚
の
夏
」

に
続
き
「
三
里
塚
の
冬
」
一
般
公
開
。

◎
７
月　

東
京
の
朝
日
講
堂
で
「
七
・
七
盧

溝
橋
事
件
三
十
三
周
年
記
念
講
演
と
映
画
の

会
」、
朝
日
新
聞
社
と
日
中
文
化
交
流
協
会

が
主
催
、
中
島
健
蔵
理
事
長
、
安
藤
彦
太
郎
、

尾
崎
秀
樹
、
吉
村
公
三
郎
の
諸
氏
が
講
師
、

映
画
「
太
行
山
麓
の
新
愚
公
」
を
上
映
。
中

国
船
就
航
六
周
年
を
記
念
し
、
飛
鳥
田
一
雄

横
浜
市
長
が
パ
ー
テ
ィ
ー
。
藤
沢
で
聶
耳
没

後
三
十
五
周
年
記
念
行
事
、
白
石
凡
常
任
理

事
が
記
念
講
演
。

◎
８
月　

東
京
文
化
会
館
で
松
山
バ
レ
エ
団

「
白
毛
女
」
公
演
、
日
中
文
化
交
流
協
会
主
催

（
十
月
に
大
阪
、十
二
月
に
福
島
で
も
公
演
）。

北
京
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
西
園
寺
公
一
氏

（
当
協
会
常
任
理
事
）
が
帰
国
。�
二
つ
の
中

国
�
を
推
進
し
た
「
ア
ジ
ア
通
信
連
盟
」
総

会
を
糾
弾
、
中
島
健
蔵
理
事
長
が
「
声
明
」

を
発
表
。

◎
９
月　

慶
祝
国
慶
二
十
一
周
年
・
日
中
文

化
交
流
協
会
代
表
団
（
団
長
・
中
島
健
蔵
理

事
長
、
副
団
長
・
白
石
凡
、
秘
書
長
・
白
土

吾
夫
、
清
水
正
夫
、
和
田
敬
久
、
栗
木
安
延
、

荻
村
伊
智
朗
の
諸
氏
）
訪
中
。

◎　

月　

中
華
人
民
共
和
国
建
国
二
十
一
周

10
年
を
記
念
し
、「
日
中
問
題
講
演
会
」
を
東
京

と
大
阪
で
開
催
、
朝
日
新
聞
社
、
日
中
文
化

交
流
協
会
主
催
。

一
九
七
一
年
四
月
、
名
古
屋
で
開

か
れ
た
第
三
十
一
回
世
界
卓
球
選
手

権
大
会
の
際
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
卓

球
チ
ー
ム
を
直
ち
に
中
国
に
招
待
し

中
米
卓
球
試
合
を
行
な
う
旨
を
ア
メ
リ
カ
側

に
伝
え
た
。
文
革
の
最
中
、
中
国
が
国
際
舞

台
へ
登
場
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ポ
ン
外
交

の
最
高
潮
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
、

中
国
の
大
方
針
と
そ
の
周
辺
で
努
力
す
る
多

く
の
集
団
と
個
人
が
あ
っ
た
。「
歴
史
に
お

け
る
個
人
の
役
割
」
は
、
た
と
え
ば
、
日
本

卓
球
協
会
の
後
藤 

二
会
長
の
決
断
の
連
続

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
協
会
は
、
一
貫
し
て
、
後
藤
会
長
の
決

断
を
補
佐
し
、
事
態
の
円
満
な
進
行
に
努
力

し
た
。
重
要
な
こ
と
は
「
参
加
の
論
理
」
で

あ
る
。
広
範
な
人
士
に
、
行
き
が
か
り
を
捨

て
、
歴
史
の
歯
車
を
推
し
進
め
る
大
事
業
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
中
島
健
蔵
理
事
長

を
先
頭
に
活
発
に
活
動
し
た
。「
ピ
ン
ポ
ン

外
交
に
私
は
寄
与
し
た
」
と
言
う
人
が
多
い

の
は
、
こ
の
「
参
加
の
論
理
」
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
結
果
は
成
功
し
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

一
九
七
〇
年
十
月
七
日
、
中
島
氏
に
周
総

理
が
「
後
藤 

二
先
生
は
わ
れ
わ
れ
の
友
人

で
す
」
と
言
明
し
た
と
き
、
一
九
七
一
年
の

ピ
ン
ポ
ン
外
交
の
展
開
に
導
く
環
境
作
り
は

頂
点
に
達
し
た
。

 

（
九
十
九
）

1970年

毛沢東主席は周恩来総理とともに、10月１日、天安門城楼に
おいて、中島健蔵理事長と会見し、「日本における日中友好
団体の団結のために努力されている中島先生を支持します」
と語った
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